(
　　




ご企画 ◆ 杉山 登志郎　先生：あいち小児保健医療総合センター　保健センター長兼心療科部長◆　　　　　


川上 ちひろ 先生：名古屋大学大学院　医学系研究科精神健康医学専攻、


　　　　　　　　　NPO法人アスペ・エルデの会　ディレクター


鈴木　　太　先生：名古屋大学医学部附属病院　親と子どもの心療科　助教


服部　麻子　先生：あいち小児保健医療総合センター  総合診療部心理指導科　臨床心理士


　　　大高　一則　先生：大高クリニック　院長





講師ご紹介       
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�
日　程�
時　　間�
　　　　テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
9月


25日


（土）�
13:00～15:00�
新しい子ども臨床


：そだちの臨床最前線�
杉山　登志郎�
�
�
�
15:10～17:00�
発達障害と“性と関係性の教育”�
川上　ちひろ�
�
�
9月


26日


（日）�
  9:00～10:30�
子どもにおけるAt Risk Mental State（ARMS）


 ：精神病の発生リスクがある子どもの早期発見と介入�
鈴木　 太�
�
�
�
10:40～12:10�
子どものリエゾン臨床


 ：慢性疾患の心理的ケア�
服部　麻子�
�
�
�
13:10～15:10�
今どきの子どもたちの心


：子どものそだちを巡って�
大高　一則�
�
�
�
15:20～16:30�
シ　ン　ポ　ジ　ウ　ム�
講師全員�
�















2010年度 地方講座３（名古屋）





　子どものそだちの臨床は、ミレニアムを経て大きな変貌を遂げようとしております。子どものそだちの変化のみならず、発達障害やトラウマ臨床のインパクトによって、精神医学、臨床心理学、そして子どもの教育まで、大きな変革が迫られようとしております。


この講座では、新しい子ども臨床に視座を据えて、そのトピックスおよび子ども達のそだちを巡る新しい新たな知見の報告と検討を試みます。理念に引きずられない、実践的なそだちの臨床から得られたこれらの貴重な知識は、子ども達の未来を切り開く突破口の１つになるのではないかと私たちは確信しております。


あいち小児保健医療総合センター　杉山　登志郎


                                                            　　　　　　











期　日　：２０１０年 ９月 ２5日（土）～ ２６日（日）


受講対象：教育・医療・相談・福祉・保育の各機関・現場等で子どもにかかわる専門家の方々、


ならびに大学生・大学院生など本テーマに関心のある方　　　　　　　　　　


定　員  ：１５０名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　※ 昼食・宿泊等は各自でお手配ください


主　催  ：明治安田こころの健康財団　　　　　03－3986－7021


会　場  ：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）［9階会議室901］


名古屋市中村区名駅4－4－38　　052-571-6131


◆名古屋駅（JR・地下鉄・名鉄・近鉄）より徒歩約2分


          　　　　　　　　　　　　　　　　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















